
 
 
 

2020/10（通算 327号）10/10発行             Urban Mirai Higashi 3-Bangai News Letter 

-1- 

 

 

 

 

春 岡 村 の 伝 説 

■
■
■

春
岡
村
に
伝
わ
る
物
語
■

■
■ 

 

●
番
外
編 

今
回
は
春
岡
村
の
「
伝
説
」
は
お
休
み
し
て
、
大
雨
に
ま
つ
わ
る
江
戸

時
代
に
実
際
に
お
き
た
「
事
件
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
大
和
田
村
古
文

書
よ
り
） 

 寛
延
四
年 

 

綾
瀬
川

堤
つ
つ
み

切
崩

き
り
く
ず

し
事
件 

 

寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
七
月
二
十
日
（
新
暦
の
九
月
九
日
）、
大
雨

が
降
り
綾
瀬
川
流
域
の
村
は
出
水
し
ま
し
た
。
被
害
を
軽
く
し
よ
う
と

す
る
下
蓮
田
村
な
ど
の
農
民
が
綾
瀬
川
の
水
除
堤
を
切
崩
す
、
と
い
う

事
件
が
起
こ
り
、
丸
ヶ
崎
村
と
下
瓦
葺
村
は
奉
行
所
に
次
の
よ
う
に
訴

え
出
ま
し
た
。 

 

御
普
請
所

ご

ぶ

し

ん

じ

ょ

之の

堤つ
つ
み

理
不
尽

り

ふ

じ

ん

ニ
切
崩

き
り
く
ず

シ
候

そ
う
ろ
う

出
入

で

い

り 
 

 

七
月
二
十
日
の
大
雨
以
来
、
度
々
の
大
雨
に
て
出
水
し
た
と
こ
ろ
、

上
瓦
葺
村
、
下
蓮
田
村
、
小
室
村
の
上
郷
三
ヶ
村
の
農
民
が
徒
党
を
組

み
、
綾
瀬
川
の
水
除
堤
を
切
崩
す
と
の
う
わ
さ
が
あ
っ
た
の
で
、
私
ど
も

下
郷
村
々
は
申
し
合
わ
せ
て
、
昼
間
は
丸
ヶ
崎
村
と
下
瓦
葺
村
が
、
夜

は
下
郷
諸
村
か
ら
人
足
を
出
し
て
番
を
す
る
一
方
、
拙
者
ど
も
二
ヵ
村

（
下
瓦
葺
村
、
丸
ヶ
崎
村
）
と
深
作
村
で
申
し
合
わ
せ
て
相
手
三
ヵ
村
の

名
主
へ
掛
合
い
、
そ
の
よ
う
な
事
の
な
い
よ
う
に
念
を
押
し
ま
し
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
二
十
六
日
昼
九
ツ
時
（
一
二
時
）
、
太
鼓
を
打
ち
、
何

百
人
と
も
知
れ
ぬ
者
た
ち
が
徒
党
を
組
み
、
百
姓
に
不
似
合
い
な
弓
矢

そ
の
他
鳶
觜
（
ト
ビ
ク
チ
）
、
棒
、
鍬
（
ク
ワ
）
な
ど
を
持
ち
、
下
瓦
葺
村

地
内
の
堤
三
〇
間
（
五
四
～
五
メ
ー
ト
ル
）
余
り
を
も
の
す
ご
い
勢
い
で

切
り
崩
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
後
出
水
の
度
に
田
の
水
は
腐
り
、

年
貢
を
納
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
お
り
ま
す
。
拙
者
ど
も
二
ヵ
村
の
村

番
は
随
分
防
戦
し
た
の
で
す
が
、
お
び
た
だ
し
い
大
人
数
ゆ
え
村
方
番
人

小
勢
で
は
防
ぎ
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
か
こ
の
よ
う
な
狼
藉

（ろ
う
ぜ
き
）が
で
き
な
い
よ
う
御
吟
味
下
さ
い
。 

武
州
足
立
郡
下
瓦
葺
村 

名
主 

安
兵
衛 

同
国
同
郡
丸
ヶ
崎
村 

 
 

名
主 

治
太
夫 

さ
ら
に
下
瓦
葺
村
、
丸
ヶ
崎
村
の
下
流
に
位
置
す
る
深
作
村
、
堀
崎

村
、
宮
ヶ
谷
塔
村
、
宮
下
村
、
膝
子
村
は
「
堤
が
切
ら
れ
た
せ
い
で
、
稲
が

青
い
う
ち
に
水
を
冠
っ
て
し
ま
い
難
儀
至
極
で
あ
り
ま
す
、
御
慈
悲
を
も
っ

て
二
ヵ
村
の
願
い
の
通
り
上
郷
の
三
ヵ
村
の
者
ど
も
を
召
し
出
し
、
御
吟
味

の
上
、
こ
の
よ
う
な
理
不
尽
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
仰
せ
付
け
下
さ
い
ま
す

よ
う
、
私
ど
も
一
同
願
い
上
げ
奉
り
ま
す
」
と
奉
行
所
に
追
訴
し
て
い
ま

す
。 

（※
）「出
入
」（で
い
り
）と
は
民
事
裁
判
の
こ
と 

 

平
山
由
喜 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

 

■
挿
絵 

訓
蒙
図
彙
（
き
ん
も
う
ず
い
）
（
寛
文
六
年
） 

職
人
尽
発
句
合
（
寛
政
八
年
） 

■
参
照 

『
大
宮
市
史
第
３
巻
中
』
２
４
４
頁 

『
大
宮
市
文
化
財
調
査
報
告
第
２
４
集
』 

 


